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日本国の学術系データベースでも、 r powered by YahooJ とか rpowered by AOLJ とWeb
ページに記載して自慢している教授がいる。もし、これらの企業から研究資金の提供を受
けているのであれば、そのように記載するのは当然のことかもしれない。しかし、そうで
ないとするのであれば、本来、学術系のデータベースは、中立性を誇りにすべきであって、
中立性を保つための努力を続ける限り、中立性は維持できると信じている。これは、学術
系のデータベースでなければできないことだ。
第5 何をなすべきか?
今後、法情報の問題と向かい合う者は、技術という要素から顔をそむけることは許され
なくなるだろう。これは、積極面と消極面の双方において、そうである。
積極面から見ると、 XMLを始めとする新たなドキュメント処理技術は、非常に大きな可
能性を有している。XMLは、マークアップ言語とよばれる人工の機能言語グループ。に属し、
タグによってドキュメント内の諸要素をコントロールすることができる。将来、自然言語
処理の技術が進歩すれば、もしかすると、タグというものが必要ではない時代が到来する
かもしれない。しかし、社会的コンテクストの本質が「読み手Jの脳内にしか存在し得な
いということに着目すれば、その時代は、現代社会のわれわれが信じている自由意志なる
ものを否定した後の時代においてでなければ到来しょうがないということが容易に推測可
能だろう。従って、人為的にタグを埋め込むという作業は、当分の問、指加することはあ
っても消滅することはなさそうである。そして、タグでコントロールされる環境は、デー
タ駆動型 (data-driventype)のコンビューティング環境の一種だということができる。この
ような環境が成立して初めて、我々は、真の百科事典を Web上に構築することも可能とな
るだろう。また、スタイルシートによる制御は、後述の人権問題を解決するためのヒント
を多く提供するものでもある。例えば、 SHlPプロジェクトのメンバーで、ある小松弘弁護士
による様々な試み自をもって、その実証伊U~するととができるだろう。
多面で、技術の進歩は、法情報へのより自由なアクセスを確保することを保証するがゆ
えに、これまで考えられなかったような新たな問題を発生させ得る。その問題の多くは、
記憶空間の拡大とデータ処理速度の著しい向上に由来すると思われる。例えば、 8インチ
2Dの磁気ディスク装置がありがたがられていた時代には、その媒体に記録される情報量も
たかが知れていた。しかし、今や、 100GBのハード・ディスクが数万円程度とし、う低廉な
価額で入手することができる。近い将来、ナノ・テクノロジーを応用した記憶素子が実用
化すると、理論上は、角砂糖くらいの大きさの記憶装置内に日本の国立国会図書館に収蔵
されている書籍の内容全部を記録することが可能になるのではなし、かと言われている。こ
のことは、 I人の人聞が、その手のひらの上により大きな世界を乗せるこ止ができるという
ことを意味する。他方で、通信技術は、更に進歩し、より多くのデータをより短い時間で
転送するこ去を可能とするようになるだろう。とれらのととは、より少ない努力によって、
より多くの人権侵害安実現することが可能であることをも意味する。例えば、プライパシ
ーの侵害がそうである。財産権についても同じことが言える。現在実行可能な著作権保護
システムは、それを包み込む環境ごとまるごと全部ナノ・メモリの中にコピーし、そのま
ま実行することが可能となるかもしれない。情報の蓄積が非常に高密度になるということ
は、これまでプライパシー侵害やその他の権利侵害と無縁だった人たちを、デジタルの世
界の中で被害者や加害者にしてしまうことを意味する。すなわち、デ‘ジタル・コンテンツ
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の知的財産権は、技術の進歩とともに、ますます保護されなくなる可能性がある。
人権に関連して更に考察してみると、法情報が紙媒体によってのみ供給されてきた近代
以降の世界においては、判例集も紙媒体に頼っていた。そこに記録可能な情報量は限定さ
れている。従って、記録される判決は精選されたものとなる。英米では、判決を特定する
ために、原告と被告の氏名(組織名)を記載するのが通例である。例えば、 rStatev. 
Strange-man CaseJ eいうような具合である。とれは、特定の裁判が存在するととを社会の
総員が知るべきだという「知る権末山や裁判の公聞の要請等とも合致するものだろう。し
かし、これは、当該裁判のデータが、その同時代の比較的狭い領域に住む人々限りの関心
事で終わることの多かった時代の産物ではないかとも考えられる。現在のように、裁判情
報が世界中に拡散し、無限に記憶・蓄積され続けるような環境の下において、従前の理論
がそのまま機能すると断言することは許されるのだろうか。
ここに、近時に至って、裁判情報中の個人データ(プライパシー)の保護の問題が顕在
化しつつある。同様の問題は、他の諸々の人格的利益についても発生し得る。 SHIPプロジ
ェクトでは、 2000年夏に明治大学駿河台校舎において開催された第1回小研究会(テーマ:
判決情報とプライパシ一保護技術)においてこの問題をとりあげて検討した。法情報を提
供し市民の知る権利に貢献すべき学術法情報データベースは、その機能な十全に営むとい
う目的のために、他の重要な諸利益を軽視しではならない。これまで、判決の引用方法
(Citation)や判決の示し方について考えられていたノレールは、少しの情報しかない世界で
通用していたルールだと思う。しかし、すべての人のrんな小さな事件でも、「響察官から
職務質問された」というようなだけのつまらない情報でもすべて、角砂糖の中に入ってし
まう世界、そういう世界では、引用のルーノレも含めて、ルールそれ自体を全面的に見直さ
なければならないかもしれない。ノレールの見直しだけで対応できないところは、技術的な
解決を図らなければならない。我々の SHIPプロジェクトでは、 XMLのスタイルシートに
よるコントロール技術を使って、この問題をどうにか克服しようと考えている。
以上のとおり、学術系法情報データベースは、法情報へのアクセスを確保し、学術・
教育への貢献のために、新たな技術を積極的に導入して、より使いやすく、市民に奉仕す
るシステムの開発をめざし続けるべきだといえるが、それと同時に、新たなタイプの権利
侵害にも十分な配慮をめぐらし、関連する周辺問題も意識しつつ、総合的な研究としてそ
の開発が進められるべきである。そして、その結果は、学術データベースであるからこそ
可能なことではあるが、可能な限り無償で、一般の市民にも公開され、それが、政府系デ
ータベースや商用データベースにも合理的に応用されていくというのが、理想的な姿では
ないかと信ずる。
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